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 会 議 結 果 報 告 書 

  

議題１：「地域脱炭素移行・再エネ推進交付金」の活用に関する基本合意について 

 担当部課等 環境共生課 

 
説 明 者 

環境産業部長、環境共生課長、環境共生課課長代理（環境総務担

当） 

 提 案 理 由 付議事案書「目的・必要性」のとおり 

 決定等を要する事項 付議事案書「決定等を要する事項」のとおり 

 

会 議 経 過 

(説明・意見等) 

【説明】 

 資料に基づいて説明 

【質疑及び意見等】 

Ｑ．来月に第２回選考となる脱炭素先行地域に応募し、採用さ

れなかった場合はどうするのか。 

Ａ．来年の春の募集に再度応募し、これとは別に来年度中に重

点対策加速化事業にも応募する予定。 

Ｑ．重点対策加速化事業の交付率はいかがか。 

Ａ．本事業は、一定の取組に特化したものであり、事業メニュ―

に応じて、交付率は２／３から１／３又は定額である。 

 会 議 結 果  原案了承 

 

議題２：秦野市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正することについて 

 担当部課等 人事課 

 
説 明 者 

総務部長、人事課長、人事課課長代理（人事管理担当）、人事課

課長代理（給与厚生担当） 

 提 案 理 由 付議事案書「目的・必要性」のとおり 

 決定等を要する事項 付議事案書「決定等を要する事項」のとおり 

 

会 議 経 過 

(説明・意見等) 

【説明】 

 資料に基づいて説明 

【質疑及び意見等】 

 なし 

 会 議 結 果  原案了承 

会 議 名 称 政策会議 

日 時 令和４年７月１９日(火) 午後１時３５分～午後２時３５分 

場 所 本庁舎３階３Ａ会議室 

出席者 

出 席 
市長、内田副市長、高村副市長、教育長、政策部長、総務部長、

上下水道局長 

事務局 
総合政策課長、課長代理(政策調整担当)、担当 

陪席：秘書課長 
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議題３：放課後児童ホーム対象学年拡大に係る実施方針について 

 担当部課等 こども育成課 

 
説 明 者 

こども健康部長、こども育成課長、こども育成課課長代理（放課

後児童担当） 

 提 案 理 由 付議事案書「目的・必要性」のとおり 

 決定等を要する事項 付議事案書「決定等を要する事項」のとおり 

 

会 議 経 過 

(説明・意見等) 

【説明】 

 資料に基づいて説明 

【質疑及び意見等】 

Ｑ．対象学年拡大による財政負担及び受益者による負担はどの

ようか。 

Ａ．試行的に実施する２教室拡大による事業費は、人件費 

約４，０００万円、教室等整備費約５００万円であり、この

うちの約１，５００万円が受益者による負担、差額の 

約３，０００万円が市の負担と見込んでいる。 

Ｑ．１か月の利用料は。 

Ａ．１か月５，０００円とおやつ代２，０００円を負担してもら

っている。 

Ｑ．利用料を見直す考えはあるか。 

Ａ．費用の３分の１程度を負担していただくのが適正と考える

が、１～４年生にとって拡大による恩恵がないこと及びコ

ロナ禍により収入が不安定になっている家庭があることか

ら、今は見直しの時期ではないと考えている。 

Ｑ．令和５年度から試行的に実施する学校はどこか。 

Ａ．学校の建物から独立している児童ホームを中心に検討して

いる。 

 会 議 結 果  原案了承 

 

議題４：金融機関からの要望への対応について 

 担当部課等 会計課 

 説 明 者 会計課課長代理（会計担当） 

 提 案 理 由 付議事案書「目的・必要性」のとおり 

 決定等を要する事項 付議事案書「決定等を要する事項」のとおり 

 

会 議 経 過 

(説明・意見等) 

【説明】 

 資料に基づいて説明 

【質疑及び意見等】 

Ｑ．今後の手数料負担についての考えはどのようか。 

Ａ．窓口収納件数の多い金融機関も手数料の負担要望を検討し

ているようなので、引続き県内市町の動向を注視しながら、

検討していきたい。 
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Ｑ．秦野市農協から同様の要望はあるのか。  

Ａ．現時点では受けていない。 

 

 会 議 結 果  原案了承 

 


